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 編集後記 

作者： 牧 - 牧
ボク・ハイフン・ボク

 

題名：椿を愛するＯＮＩ
お に

 

 
椿を愛する優しい愛媛の鬼を

イメージして描きました。豆を投げ

つけないで下さいね。 

作者：山内慎介 

題名：レッツスタート 

年が明けて「２０２２年のス

タート地点に立ち、勢いをつ

けて進んでいこう」という気

持ちをだして描きました。今

年の干支の寅を明るく可愛く

描いてみました。 

 

２０２２年、新しい年を迎えました        。 

お仕事だった方、お家での〜んびりした方、お友達との時間を楽しん 

だ方、皆様どんな新年を過ごされましたか？この辺りも年末は急な冷 

え込みとなりましたね。 

さて、今回は雪を思い浮かべながらあま〜いお菓子を焼きました    。 

皆さんご存知でしょうが、そうです!!スノーボールです。甘くてホロッ(blush)ととろける 

口当たりで幸せな気分になりますね。コーヒーのお供に最高です           。 

そして、おいしそうな匂いに誘われたのか、私の食べている様子が気になったのか、 

食いしんぼうの猫の登場です         。今年が寅年と知ってか知らずか、昨年我が家に茶 

トラの子猫（オス）がやって来ました。大きな耳だったので「ミミ」と命名しました。食いし 

ん坊でやんちゃ、家中走り回り大切な物も次々破壊していきます。先が思いやられる… 

そんなミミなのですが、この一年を元気で過ごせる様に我が家にやって来たのだと広い 

心で目をつむっております。 

この冬、誰もが穏やかに過ごせます様願います。今回も読んで頂き、ありがとうございす         。                                 

（オンリーワン 菅 桂子） 

東予希望の家では施設利用者さんの作品を

元にカレンダーを作製し、販売する事業に取り

組んでいます。 

利用者さんの作製した絵画や造形物等の作

品を広くＰＲし、そうした素晴らしい能力を発掘

するとともに、作品を有効に活用していくことに

より、利用者さんの創作意欲を高め、生きが

い、励みに繋げていくことを目的とされているそ

うです。 

興味のある方は東予希望の家まで、お気軽

にお問合せ下さい。今年はもう１カ所カレンダー

を置いてみてはいかがですか。 

【寸法】307㎜×210㎜ 

 

【寸法】440㎜×297㎜ 

【寸法】 

100㎜×148㎜ 

では  もう、かけ終わ

ってる？ 

その 2 

あけましておめでとうございます。一段と寒さが厳しくなっておりますが皆様いかがお過ごしでしょうか。 

今回はＡ型事業所のクラッチを、取材させていただきました。クラッチの部品販売ですが、需要の多さにびっくりしまし

た。バイクファンにとっては、型が古くても乗り続けたいお気に入りがあります。でも、機械だからいずれは故障等が出てく

るから修理も必要です。お店に売ってないものは、ネットで探せるから便利な世の中ですよね。 

東予希望の家のカレンダーも、色々なタイプの作品があるようです。問い合わせてみて下さい。 

今年もオンリーワンをどうぞよろしくお願いいたします。                       

 （オンリーワン  黒河 亮） 
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新型コロナウイルスの感染が収束しない中、マスクの着用は、私達の日常に欠かす事のできないものとなっていま

す。マスクで表情が伝わりにくい為、マスク越しでも伝わるような笑顔を心がける必要があると感じます。笑顔は、心や

身体に良い影響があると考えられています。口角をあげて微笑んでいるだけで、表情筋の動きが脳に伝わり、免疫力

を高める効果があるそうです。２月３日は節分です。「笑う門には福きたる」の通り、たくさん笑って福を呼び込みたいも

のですね。                                                （相談支援センター 久保）                                                                
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就労継続支援Ａ型事業所とは 

障害者総合支援法に基づく就労継続支援の

ための施設です。一般企業への就職が困難な障

がい者に雇用契約による就労の機会を提供す

るとともに、生産活動を通じて、知識と能力の

向上に必要な訓練等を行います。 

 

 

 

就労継続支援Ａ型事業所クラッチを訪問しました 

１日の流れ 

10：00  朝礼・作業開始 

12：00  昼食・昼休憩 

13：00  作業開始 

15：00  作業終了 

 （11時、14時に 5分休憩あり） 

 

 

 

問い合わせ 

〒793-0054 

西条市中野甲 598番地１ 

☎ 0897-47-8021 担当：高橋 

 

絵を描くことが好きで障がい者のアー

ト展にも出展しています。この作品はパ

ソコンで描きました。 

猫が大好きで 3 匹飼っています。大

好きな猫を自分の好みの色で描いた作

品です。 

 

 

作者：すぎの 

題名：夢みるねこ 

左：サービス管理責任者の高橋さん   

右：社長の渡邉さん 

また、車庫の片隅では、パソコンの解体作業もされていました。依頼のあったパソコンのハードディスク

から、決められた部品をていねいに外していきます。     

作業されていたのは女性でしたが、かなり堅そうなネジも上手にドライバーを使い、はずされていまし

た。接着剤を剥がす時は、優しく、大切に扱っている様子が伺えました。ハードディスクには使用していた

方の思い入れがあるのでしょう、マジックで大きく『ありがとう♡』と書かれている物もあり「あなたが大切に

使っていたパソコンは、ここで丁寧にリサイクルされていますよ」と伝えてあげたい気持ちになりました。 

 

社長の渡邉さんは、「障がいのある方々が将来安心して働く場所を作りたい!!」という気持ちを、入社希

望者に丁寧に説明されているそうです。そして「会社に関わる人はみんな『家族』という気持ちです」と 

力強くおっしゃっていました。 

 

作業に使う道具もきちんと整理整

頓されていました。 

地下（車庫）の様子 

この光景、バイク好きにはたまりませんね。 

取材後記 
社長の渡邉さんは、子どもさんの将来を考える 

中で、働く事の重要性を感じ、事業所を立ち上げ 
られました。働く事を支援し、障がいのある方達 
の可能性を見出していきたいとの思いが伝わって 
きました。これからも頑張ってください。 
応援しています。    （オンリーワン 柳瀬） 

プライバシーを考慮した相談室 

クラッチは 

令和３年１１月に西条市 

中野の国道１１号線沿いに 

オープンしました。現在、利

用者５名、職員３名で運営し

ています。定員は１０名で 

今後は、様子をみながら、少

しずつ募集していきたいと考

えているそうです。 

社長の渡邉泰正さんにお話を伺いました 

 渡邉さんは以前、松山で『キッズＣａｆｅ子やぎのさんぽ』という親子で

気軽に楽しめる喫茶店のマスターをされていました。事業を始めたきっ

かけは、自身の子どもさんに生まれつき障がいがあったことです。日本

に７人、世界でも３６人の症例しかない珍しい病気で、障がいがあること

が、はっきりと分かったのは、３歳になった時でした。子どもの将来を考

える中で、「障がいのある人たちが、安心して働ける場所を作りたい」と

真剣に考えるようになったそうです。 

 

平成２８年に松山市に就労支援Ａ型事業所クラッチ木屋町店、   

翌年には宮田店をオープンされたそうです。そして「西条市にＡ型事業

所が少なく、事業所を立ち上げて欲しい」と保護者の方々からの声もあ

り、西条店をオープンしました。 

事業所名の「クラッチ」とは、車やバイクの動力伝達装置のことです。

この名前には『伝達⇨つないでいく』という意味で「人をつなげる事業所

でありたい」との思いが込められています。『ありのままの自分』で働き

生きることをモットーに、自分らしさ、興味、得意な事を活かすことを目

指して事業を運営されているとのことです。 

 

 

 

 

インターネットオークションへ出品するためのパソコンの入力

作業は、パソコン作業の経験があまりない人は、不安に感じるか

もしれませんが、職員さんが丁寧に教えてくれるので安心です。

また、丁寧に手順が書かれたマニュアルもあり、それを見なが

ら、仕事ができるように配慮されているそうです。 

クラッチの仕事内容は、主に中古バイクを解体し、部品をイン

ターネットで販売する仕事です。販売されて１０年以上の古いタイプの 

バイクは、部品が工場で製造されていないので、ネジ 1 本でも需要があ

り、大切な商品です。１台のバイクには、１２０個ほどの部品があり、ひと

月で１０００個くらいの部品を販売しているそうです。西条店では、松山

の事業所で解体した部品を販売するため、パソコンの入力作業を行っ

ています。また中古バイクの販売もしており、バイクのバッテリーが上が

らないように、時々エンジンをかけるなどのメンテナンスもおこなっていま

す。バイクによってエンジンのかけ方も音も異なるので、なかなか面白い

作業だそうです。 
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パソコンの入力作業の様子 

パソコンの解体作業の様子 


